
京
都
の
文
化
・
歴
史
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
得
意
ジ
ャ
ン
ル
を
持
つ
講
師
に
お
話
し
い
た
だ
き
、

テ
ー
マ
ご
と
に
楽
し
く
学
べ
る
講
演
会
で
す
。京
都
検
定
の
試
験
対
策
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

よ
り
広
く
深
く
京
都
を
知
り
た
い
方
に
人
気
で
す
。

総
合
仏
教
か
ら
出
た
一
宗
専
修
の
力

〜
天
台
宗
か
ら
日
蓮
宗

密
教
の
発
展
と
社
会
へ
の
広
が
り

〜
真
言
宗
か
ら
真
言
律
宗

浄
土
念
仏
が
も
た
ら
し
た
社
会
変
化

〜
浄
土
宗
か
ら
浄
土
真
宗

日
本
の
禅
宗
が
受
け
た
異
文
化
の
波

〜
臨
済
宗
か
ら
黄
檗
宗

4
月
25
日（
土
）

6
月
20
日（
土
）

9
月
12
日（
土
）

2
月
13
日（
土
）

10
時
〜
12
時

10
時
〜
12
時

10
時
〜
12
時

10
時
〜
12
時

講
師 A概

要

山
村 

純
也 

氏
（
株
式
会
社
ら
く
た
び 

代
表
取
締
役
）

京
都
で
成
熟
し
た
仏
教
諸
宗
が
、内
側
か
ら
ど
の
よ
う
に
更
新
さ
れ
、

新
た
な
宗
派
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
を
、4
つ
の
事
例
か
ら
読
み
解
き
ま
す
。

京
都
仏
教
の
自
己
更
新

〜
宗
派
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
か
〜

【 

場 

所 

】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 

定 

員 

】
各
回
1
2
0
名

【
受
講
料
】
各
回 

お
一
人
様 

2
9
7
0
円
（
レ
ジ
ュ
メ
代
含
む
）

京
都
商
工
会
議
所

2
0
2
7
年

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

講
師 C概

要

西
山 

剛 

氏
（
京
都
府
京
都
文
化
博
物
館 

学
芸
課 

主
任
学
芸
員(

歴
史)

）

日
時

9
月
12
日（
土
）                        

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

寛
永
3(

1
6
2
6)

年
二
条
城
行
幸
を
軸
に
、
公
武
融
和
政
策
と

寛
永
文
化
の
興
隆
を
読
み
解
き
、
現
代
の
日
本
文
化
へ
の
連
続
性
を

説
明
・
考
察
し
ま
す
。

寛
永
と
い
う
時
代
〜
行
幸
と
文
化
〜

「
算
数
」数
字
で
ま
と
め
る
京
都
＆

   

天
文
学 

な
ど

「
国
際
・
外
交
」渡
来
人
か
ら
お
抱
え
外
国
人
、

   

外
交
史
、京
都
の
キ
リ
ス
ト
教 

な
ど

4
月
25
日（
土
）

6
月
20
日（
土
）

講
師 B概

要

塩
原 

直
美 

氏
（
京
都
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

公
式
テ
キ
ス
ト
＋
α
の
歴
史
や
ス
ポ
ッ
ト
を

「
学
校
の
科
目
」
と
捉
え
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。

最
近
の
話
題
や
事
柄
、
人
物
も
含
め
検
定
に
も

役
立
つ
よ
う
な
科
目
別
ノ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

京
都
の
学
習
帖
（
全
2
回
）

第
１
回

第
2
回

13
時
30
分
〜

15
時
30
分

13
時
30
分
〜

15
時
30
分

◆ 

単
発
講
座 

◆

◆ 

シ
リ
ー
ズ
講
座 

※
各
回
の
み
で
も
受
講
で
き
ま
す 

◆

講
師 D概

要

塩
原 

直
美 

氏
（
京
都
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

日
時

11
月
14
日（
土
）

 

❶
10
時
〜
12
時  

❷
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

2
0
2
5
年
10
月
〜
2
0
2
6
年
10
月
（
予
定
）
の

京
都
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
か
ら
観
光
関
連
の
時
事
や

話
題
に
な
っ
た
事
柄
を
取
り
上
げ
、説
明
・
解
説
し
ま
す
。

今
年
1
年
の
京
都
の
話
題
・
時
事
を
振
り
返
る

※
❶
・
❷
は
同
じ
内
容
で
す
。ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

講
師 Ｅ概

要

山
本 

淳
子 

氏
（
京
都
先
端
科
学
大
学 

教
授
）

日
時

2
月
13
日（
土
）

      

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

2
0
2
7
年
は
、万
寿
４（
1
0
2
7
）
年
に
藤
原
道
長
が

亡
く
な
っ
て
ち
ょ
う
ど
千
年
。

栄
花
の
人
・
道
長
の
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
最
晩
年
を
説
明
し
ま
す
。

藤
原
道
長
の
最
晩
年

2
0
2
7
年

【お申し込み・
お問い合わせ】
京都新聞文化センター
l075-213-8141

▲詳細はこちら

京
都
検
定
講
演
会

（
全
4
回
）

※
こ
れ
ら
の
ほ
か
、東
京
会
場
で
も
実
施
し
て
い
ま
す

【
定

　
　価
】
税
込
2
9
7
0
円

【
販
売
場
所
】
全
国
の
書
店
な
ら
び
に
淡
交
社
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
等

　
　
　
　
　
　
　
　※
京
都
商
工
会
議
所
で
は
販
売
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

『
新
版
増
補 

京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験

   

公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
』
絶
賛
販
売
中
！
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　京
都
検
定
の
学
び
を
深
め
る
と
、

歴
史
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
そ
の
名
を

後
世
に
伝
え
、そ
の
面
影
を
た
ど
る

こ
と
が
で
き
る
人
物
と
出
会
い
ま
す
。

そ
の
象
徴
的
な
一
人
と
し
て
紹
介
し
た

い
の
が
、2
0
2
5
年
に
生
誕
1
2
0
0
年

を
迎
え
た
在
原
業
平
で
す
。

　平
城
天
皇
の
孫
と
し
て
生
ま
れ
な

が
ら
、政
争
の
余
波
で
在
原
姓
へ
と
臣

籍
降
下
し
た
悲
運
の
生
涯
。し
か
し

そ
の
一
方
で
、類
ま
れ
な
る
美
貌
と

歌
才
を
兼
ね
備
え
、六
歌
仙
・
三
十

六
歌
仙
に
名
を
連
ね
る
平
安
随
一
の

風
流
人
と
し
て
名
を
馳
せ
ま
し
た
。

奔
放
な
恋
愛
遍
歴
は
後
世
の
想
像
力

を
か
き
立
て
、『
源
氏
物
語
』光
源
氏

の
モ
デ
ル
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た『
伊
勢
物
語
』の
主
人
公「
昔
男
」

も
業
平
と
重
ね
ら
れ
、京
都
に
は
彼

の
足
跡
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
ず
住
ま
い
と
し
て
伝
わ
る
の
が
、

中
京
区
間
之
町
通
御
池
下
ル
に
あ
っ

た
邸
宅
跡
で
、石
碑
が
ひ
っ
そ
り
と
佇

み
、ビ
ル
街
の
喧
騒
の
中
で
往
時
の
雅

な
暮
ら
し
を
偲
ば
せ
ま
す
。ま
た
吉
田

山
の
竹
中
稲
荷
神
社
の
奥
に
は
業
平

の
墓
と
伝
わ
る
「
業
平
塚
」が
あ
り
、

東
山
を
望
む
風
光
明
媚
な
こ
の
地
を

愛
し
た
彼
の
心
境
に
想
い
を
馳
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　晩
年
を
過
ご
し
た
大
原
野
の
十
輪

寺
で
は
、塩
を
焼
く
風
流
を
常
と
し

て
い
た
業
平
が
、か
つ
て
の
恋
人
・
藤
原

高
子(

二
条
后
）が
入
内
後
、大
原
野

神
社
へ
礼
参
に
向
か
う
そ
の
行
列
を

遠
く
に
望
み
、塩
焼
き
の
紫
煙
に
想
い

を
託
し
た
と
い
う
切
な
い
伝
承
が
残

り
ま
す
。境
内
に
は
塩
竃
や
供
養
塔
が

あ
り
、春
に
は「
な
り
ひ
ら
桜
」と
呼

ば
れ
る
見
事
な
枝
垂
れ
桜
が
参
拝
者

を
優
し
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　さ
ら
に
祇
園
祭
の「
鷹
山
」の
ご
神

体
は
、兄
・
行
平
の
鷹
狩
り
の
様
子
を

題
材
と
し
た
も
の
で
、兄
弟
と
も
に
政

治
の
舞
台
で
は
苦
難
を
味
わ
い
な
が

ら
も
、か
え
っ
て
自
由
闊
達
に
風
雅
を

愛
し
て
生
き
た
姿
が
、京
都
の
祭
礼
や

伝
承
の
中
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　業
平
の
足
跡
を
た
ど
り
、平
安
貴
族

の
雅
な
心
に
触
れ
る
、そ
ん
な
楽
し
み

方
が
で
き
る
の
も
京
都
な
ら
で
は
の

醍
醐
味
で
す
ね
。

十輪寺の「なりひら桜」

第
30
回

京
都
検
定

京
都
検
定
講
演
会
講
師
に
よ
る「
よ
も
や
ま
話
」。

京
都
検
定
を
通
じ
て
、京
都
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

在
原
業
平
の
足
跡
に
見
る
王
朝
の
雅

※「
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験
®
」、「
京
都
検
定
®
」お
よ
び

そ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、京
都
商
工
会
議
所
の
商
標
で
す
。

無
断
で
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

山
村 

純
也

株
式
会
社
ら
く
た
び

代
表
取
締
役

【
3
級
】3
8
5
0
円 

（
団
体:

3
0
8
0
円
）

【
2
級
】4
9
5
0
円 

（
団
体:

3
9
6
0
円
）

【
1
級
】7
7
0
0
円 

（
団
体:

6
1
6
0
円
）

受
験
料

2
0
2
6
年
度
の
京
都
検
定

実
施
概
要
・
公
開
テ
ー
マ
が

決
ま
り
ま
し
た
！ 

【
3
級
】 

京
都
の
絵
馬

試
験
日
｜
2
0
2
6
年
7
月
12
日（
日
）

 

　
　
　

   

【
3
級
】 

10
時
〜

会

　場
｜
京
都
市
内
施
設

第
28
回

公
開
テ
ー
マ

試
験
日
｜
2
0
2
6
年
12
月
13
日（
日
）

 

　
　
　

   

【
3
級
】 

10
時
〜

　
　
　
　【
2
級
･
1
級
】 

13
時
30
分
〜

会

　場
｜
京
都
市
内・
東
京
都
内
施
設

第
29
回

【
3
級
】 

京
都
の
伝
統
産
業

【
2
級
】 

豊
臣
家
と
京
都

【
1
級
】 

寛
永
文
化
・
寛
永
行
幸

公
開
テ
ー
マ

※
団
体
割
引
に
つ
い
て
は
、1
団
体
で
10
名
以
上
の
受
験
者
を

　取
り
ま
と
め
て
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
が
条
件
。

※
一
般
申
込
に
つ
い
て
は
、シ
ス
テ
ム
利
用
手
数
料
5
5
0
円（
税
込
）が

　別
途
必
要
。

あ
り
わ
ら
の

な
り
ひ
ら

※京都検定では「公開テーマ」に関する問題が各級10問出題されます。
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